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表紙*電子提供措置用**アクセス通知用*

証券コード：2908
　

第 65 回
定時株主総会
招集ご通知

　議決権の行使はインターネット等又は書面
による事前行使が可能です。
　株主総会の一部を後日当社ウェブサイト上
に動画配信いたします。
　本株主総会の運営に変更が生じた場合は、
以下の当社ウェブサイトに掲載いたしますの
で、ご出席の際はご確認ください。
https://www.fujicco.co.jp/
お土産のご用意、商品展示会はございません。

　

　　　議案 ……………取締役（監査等委員である取締役を除く｡）
６名選任の件

　　開催日時
2025年６月20日（金曜日）
午前10時（受付開始 午前９時）

　　開催場所
当社　２階FFホール

神戸市中央区港島中町６丁目13番地４
（末尾記載の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください｡）

　 決議事項
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企業理念

フジッコグループの従業者は この行動指針に基づき
誠実かつ真摯な姿勢で業務に取り組みます

自然の恵みに感謝し 美味しさを革新しつづけ
全ての人々を元気で幸せにする 健康創造企業を目指します

私たちの目指す姿

会社の持続的な発展とすこやかな社会の実現のために私たちは変わります!
５つの行動指針

情 熱 熱くなれ!
情熱は 周囲を巻き込み 意識と行動を引き出す

変 革 変化を歓迎せよ!
知識と感性を磨き 時代の一歩先を行け

挑 戦 失敗を恐れず 挑戦せよ!
挑戦は 新たな価値を創造する

結 束 志を一つにせよ!
決まったことは 実行あるのみ

尊 重 謙虚に耳を傾けよ!
互いを尊重する姿勢は 新しい気づきを生む

Always Be Creative 〜仕事を創造し 商品を創造し 人生を創造する〜

企業理念

社是
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株主の皆さまへ*電子提供措置用**交付書面用*

フジッコ株式会社
代表取締役社長執行役員

株主の皆様へ
従業者の力を結集させ、お客様と共に昆布と豆の未来を創造する

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申
し上げます。
　第65回定時株主総会を2025年６月20日（金曜日）に開
催いたしますので、ここに招集のご通知をお届けさせていた
だきます。ご一読いただきますようお願い申し上げます。
　2022年４月から2025年３月の中期３か年計画では、４
つの戦略として、ブランド価値の強靭化、工場運営の改革
（生産性向上）、ＤＸの推進（働き方改革）、コーポレート
ガバナンスの強化に取り組みました。その結果、売上高は目
標水準となりましたが、想定以上の円安によるコスト上昇が
収益を圧迫し、利益面では当初見込みを下回りました。
　今後は、新たな中期経営計画のもと、「従業者の力を結集
させ、お客様と共に昆布と豆の未来を創造する」を基本方針
に、コアビジネスの事業強化と領域拡大、圧倒的な競争優位
性の確保、効率経営の追求、経営基盤の強化に取り組みま
す。2026年３月期はその初年度として、利益回復を第一と
し、利益が出やすい企業体質への転換を図ります。
　フジッコグループでは、パーパス「５つの健康」の浸透を
通じて、全てのステークホルダーにとっての「健康創造企
業」になることを目指しております。経済価値と社会価値の
両輪をもって、100年、200年と持続的に、皆様の健康にお
役立ちできるよう努めてまいります。
　引き続き、株主の皆様の一層のご支援を賜りますようお願
い申し上げます。

目次

　

第65回定時株主総会招集ご通知　…………… 3
ご参考　………………………………………… 7
株主総会参考書類　…………………………… 11
配当金支払通知　……………………………… 17
　

事業報告　……………………………………… 19
連結計算書類　………………………………… 33
監査報告書　…………………………………… 35
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招集ご通知

株 主 各 位 証券コード  2908
2025年５月30日

神戸市中央区港島中町６丁目13番地４

代表取締役社長執行役員 福井 正一

https://www.fujicco.co.jp/corp/ir/library/generalmeeting.html

https://d.sokai.jp/2908/teiji/

 日　　時 2025年６月20日（金曜日）午前10時（受付開始　午前９時）

 場　　所 神戸市中央区港島中町６丁目13番地４
当社　２階FFホール

 目的事項

報告事項 1. 第65期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）事業報告、連結計算書類
並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第65期（2024年４月１日から2025年３月31日まで）計算書類報告の件
決議事項 議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

第65回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜りありがたく厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第65回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について
電子提供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下のウ
ェブサイトにアクセスいただき、ご確認くださいますようお願い申し上げます。
　　当社ウェブサイト

　電子提供措置事項は、上記の当社ウェブサイトのほか、以下のウェブサイトにも掲載しておりますの
で、ご確認くださいますようお願い申し上げます。
　　株主総会資料　掲載ウェブサイト

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネット等又は書面により議決権を行使することもできますので、お手
数ながら株主総会参考書類をご確認いただき、2025年６月19日（木曜日）午後６時までに議決権をご行使ください
ますようお願い申し上げます。

敬　具
記

以　上
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招集ご通知

行使期限 2025年６月19日（木曜日）午後６時送信分まで
システム等に関する

お問い合わせ
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

0120-173-027（受付時間：午前９時～午後９時）

インターネット等によるご行使
当社議決権行使ウェブサイト（https://evote.tr.mufg.jp/）にアクセスしていただき、
行使期限までに賛否をご登録ください。
詳細は、次頁の「インターネット等による議決権行使のご案内」をご参照ください。

　

行使期限 2025年６月19日（木曜日）午後６時到着分まで

書面によるご行使
議決権行使書用紙に賛否をご表示のうえ、行使期限までに到着するようご返送くださ
い。

　

開催日時 2025年６月20日（金曜日）午前10時（受付開始 午前９時）

株主総会へのご出席
議決権行使書用紙をご持参いただき、会場受付にご提出ください。
また、議事資料として本招集ご通知をご持参くださいますようお願い申し上げます。

　

議決権行使についてのご案内

　■ 書面により議決権を行使された場合の議決権行使書において、各議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたしま
す。

　■ インターネット等と書面により重複して議決権を行使された場合は、インターネット等による議決権行使を有効なものといたします。
　■ インターネット等で複数回議決権行使をされた場合は、最後の議決権行使を有効なものといたします。
　■ 代理人により議決権を行使される場合は、議決権を有する他の株主１名を代理人として株主総会にご出席いただけます。ただし、代理権を証明する書面のご

提出が必要となりますのでご了承ください。
　■ 電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款の規定に基づき、書面交付請求をされた株主様へ交付する書面には記載しておりませ

ん。なお、監査等委員会及び会計監査人は次の事項を含む監査対象書類を監査しております。
　 ①事業報告の以下の事項

　「会社の新株予約権等に関する事項」、「会計監査人の状況」、「業務の適正を確保するための体制の整備及びその運用状況」、「株式会社の支配に関する
基本方針」、「剰余金の配当等の決定に関する方針」

　 ②連結計算書類の以下の事項
　「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」

　 ③計算書類の以下の事項
　「貸借対照表」、「損益計算書」、「株主資本等変動計算書」、「個別注記表」

　 ④会計監査人の監査報告書　謄本
　■ 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、下記の各ウェブサイトにおいて、修正した旨、修正前の事項及び修正後の事項を掲載させていただきます。

　 当社ウェブサイト　https://www.fujicco.co.jp/corp/ir/library/generalmeeting.html
　 株主総会資料　掲載ウェブサイト　https://d.sokai.jp/2908/teiji/
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インターネット等による議決権行使のご案内

インターネット等による議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを
入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力するこ
となく、議決権行使ウェブサイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト https://evote.tr.mufg.jp/

　

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。2

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。1

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード

ログインID

仮パスワード

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

見 本

見 本

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。3

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワード」
を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・仮パス
ワード」を入力

「ログイン」を
クリック

※議決権行使書用紙及び操作画面はイメージです。

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 午前９時～午後９時）
機関投資家の皆様は、株式会社ICJの運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことが可能です。

5
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インターネット等による議決権行使のご案内

事前質問及びオンデマンド配信（事後配信）のご案内

事前質問受付についてのご案内

受付期限 2025年６月12日（木曜日） 午後５時まで

受付方法
当社ウェブサイト
https://www.fujicco.co.jp/corp/form2025/
●受付フォーム入力欄には、必ず株主番号と郵便番号をご入力ください。
●株主番号、郵便番号は議決権行使書用紙に記載されている番号をご入力ください。

ご留意事項
●株主番号、郵便番号の入力内容に不備があり、株主様のご本人確認ができなかった場合は、
　株主様からのご質問としてお取り扱いできませんので、ご注意ください。
●頂戴したご質問すべてに必ずご回答することをお約束するものではありません。
　また、ご回答に至らなかった場合でも、個別の対応はいたしかねますので、予めご了承ください。

オンデマンド配信（事後配信）のご視聴方法

配信期間 2025年６月27日（金曜日）から2026年６月26日（金曜日）まで

配信ＵＲＬ https://www.fujicco.co.jp/corp/ir/library/generalmeeting.html

視聴を希望される株主様は上記の配信期間中に以下のウェブサイトにアクセスしてください。

　

　株主の皆様から、本株主総会の目的事項に関するご質問を事前に、当社ウェブサイトにてお受けいたし
ます。事前に頂戴したご質問の中から、株主様のご関心が高いと思われる本株主総会の目的事項に関する
ご質問について、株主総会当日にご回答させていただく予定です。

ご来場いただくことができなかった株主様にも、その模様をご覧いただけるよう、本株主総会の一部を後日インターネット上にてオンデマ
ンド配信いたします。
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（ご参考）フジッコ流サステナブル経営

サステナビリティ基本方針
　フジッコグループは、企業を取り巻く社会環境の変化や社会的課
題を中長期的な視点で捉え、フジッコ独自のサステナブル経営とし
て“５つの健康”を打ち出しております。
　サステナブル経営の実現のためには、従業者自らが変化し変革を
受け入れる姿勢と、共通の価値観である組織風土の変革が必要不可
欠と考えております。
　企業理念のもと、「社会のサステナビリティ」としてESGを自律
的に推進し社会価値を創出することと、「企業のサステナビリテ
ィ」として資本コストを意識した持続的な稼ぐ力の発揮で経済価値
を創出することの両方を同時実現させることを目指してまいりま
す。
　「健康創造企業」として、フジッコ独自の商品とサービスの提供
を通じて切実な社会的課題を解決し、お客様からの信頼を築き上げ、その結果として、不確実な時代に生き残る
ための強靭な事業ポートフォリオを形成してまいります。
　

●コーポレート戦略体系
　当グループではコーポレート戦略を以下のとおり体系整理しております。

企業
理念

パーパス

ビジョン

長期経営戦略

実行戦略

単年度経営計画

ガバナンス
持続的に企業価値を高めるため、会社を規律づける仕組・機能

サステナビリティ
（持続可能性）

・
ビジネスモデル

価値観

【社是】創造一路

5つの健康
Health ＆ Wellness

お客様の『価値ある時間』
に貢献

～私たちの事業は、地球環境保護にも
貢献できる事業です～

自然の恵みに感謝し 美味しさを革新しつづけ
全ての人々を元気で幸せにする 健康創造企業を目指します

健全
経営

健康
経営

健康
提供

健康
社会

地球
健康

事業ビジョン
①食材・製法の安全の徹底
②食による心身の健康追求
③人にシェアしたくなるおいしさ
④手軽かつリーズナブルに提供

環境保護ビジョン
①使用する食材を枯渇させない責任
②環境に良い製法・製品を追求する責任
③�事業により傷つけた環境を修復する
責任

長期経営戦略 長期的なリスクと機会となりうる外的・内的な
要因分析と意思決定

機
能
戦
略

現場レベルで方向性を
定める戦略

（事業戦略、人事戦略、デジ
タル戦略、知財・技術戦略、
ESG戦略）

実行戦略 長期経営戦略を具体化するために取り組む方策
（＝中期戦略）

単年度経営計画 単年度の成果指標の設定（KPI）
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（ご参考）フジッコ流サステナブル経営

マテリアリティ
（重要課題） 取り組み課題 2030年度ＫＧＩ 社会価値 経済価値 ＳＤＧｓ対応

健康
提供

健康
社会

　

① 食の安心・安
全の確保 ・ブランド価値の

向上

◎お客様お申し出件数
･･･生産量の１ppm以内

食 へ の 不 安 低
減

お客様満足度
向上

　

② 商品・サービ
スの品質向上

◎ブランド価値スコア
･･･６％向上
(2024年度比)

値 ご ろ 感 あ る
お い し さ の 提
供

売上・利益の
増加

③
健やかな食生
活の推進と食
文化の継承

・食育活動の推進
◎フジッコ教材受講者

(対象:小学生)
･･･５万人/年間

日 本 の 食 文 化
継承支援

豆・昆布喫食
率向上

地球
健康

健康
社会

　

④ 地球環境への
配慮

・無駄のない原料
活用

◎食品廃棄量
･･･20％削減

(2021年度比)

原 料 生 産 者 支
援

原料の安定確
保・歩留まり
改善

　

・使用エネルギー
の ク リ ー ン 化
と資源保護

◎CO2排出量
･･･30％削減

(2020年度比)

温 暖 化 抑 制 へ
の貢献

原料枯渇への
対応

◎水使用量
･･･７％削減
（2021年度比)

地 域 の 環 境 保
護 製造原価改善

◎ワンウェイプラスチ
ック使用量

･･･25%削減
(2019年度比)

自然環境保護
資源保護

資材の安定確
保

⑤
持続可能な資源
の開発と生物多
様性の保全

・産地との協働 ◎海水高温化耐性を持
つ昆布株の実用化

産 地 ・ 担 い 手
の維持

原料の安定確
保

健康
経営

　

⑥
従業者の働き
がい向上と健
康管理

・ワークライフバ
ランスの改善

◎１人あたり総労働時間
･･･1,940時間/年間

◎有給休暇取得率
･･･100%

◎男性育休取得率(休暇
含む)

･･･100%

健 康 で 豊 か な
生活への貢献

従業者のパフ
ォーマンス向
上 　

⑦ 多様な人財の
活躍・育成

・ダイバーシティ
＆ イ ン ク ル ー
ジョンの推進

◎女性管理職比率
･･･16%

◎中途採用比率
･･･25%

雇用促進 革新性と競争
力向上

　

健全
経営

　
⑧

ステークホル
ダーエンゲー
ジメント
（業績向上）

・資本コストを上
回る価値創造

◎ROE          ･･･5.0％
◎PBR     ･･･1.0倍以上

社 会 的 責 任 を
果たすこと
(透明性)

企業価値向上
　

●社会価値と経済価値の同時実現へ向けて　～８つのマテリアリティと主な取り組み課題～
　当グループは、サステナビリティ基本方針に基づき、取締役会で８つのマテリアリティ（重要課題）を特定してお
ります。特定したマテリアリティと当社の取り組み課題は連動しており、社会価値と経済価値の同時実現を目指して
おります。
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（ご参考）フジッコ流サステナブル経営

　　　　 （円のサイズ：事業価値）

金のなる木

花形 問題児

負け犬

高

低

市
場
成
長
率

高 EBITDA 低

デザート

通販

海外

ヨーグルト

昆布

豆

おかず

素材

【POINT】
　●昆布　　　　　　：高収益を維持
　●豆　　　　　　　：再成長で稼ぐ力を復元
　●ヨーグルト　　　：成長を加速
　●おかず　　　　　：収益性を修復
　●通販・素材・海外：膠着状態から脱する

●資本コストと株価を意識した経営の実現
　成長戦略（PER）と効率経営（ROE）の両輪で企業価値の向上を目指しております。現状はPBRが１倍を割り込
み、もっぱらROEの早期改善が課題と認識しております。2025年３月期は、まずROEの改善として稼ぐ力の復元の
ための基盤整備に着手し、事業収支のタイムリーな可視化が可能となったことで収支改善課題の洗い出しが完了して
おります。商品で会社を元気にし、限界利益率の改善により、利益が出やすい企業体質へと転換させます。

企業価値向上の実現 │【PBR】目標1.0倍以上

「５つの健康」の実現に取り組み 成長戦略と効率経営の両輪を力強く推進する

成長戦略
事業

ポートフォリオの
再構築
━

【PER】
目標 20倍

効率経営
資本効率を
意識した

経営
━

【ROE】
目標 5.0％

新事業の拡大
新事業開発、M&A

事業ポートフォリオ管理
資本コストに見合う事業収支の改善

新商品貢献度
【新商品貢献度】

目標 10％

売上高の拡大
【売上高】

目標 700億円
【総資産回転率】

目標 0.90

利益率の改善
【営業利益率】

目標 7.5％

資本構成の見直し
財務レバレッジ

（安定配当46円以上）（有利子負債の活用）

新規
売上高

100億円
づくり

健全経営 健康経営 健康提供 健康社会 地球健康
５つの健康（　　　   と 　　　  の視点）非財務財　務

PER ROE

●目指す事業ポートフォリオ
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（ご参考）中期計画計画

2025－2027中期経営計画

①コアビジネスの
事業強化と領域拡大

②圧倒的な
競争優位性の確保 ③効率経営の追求

④経営基盤の強化

DX推進 ・ 人的資本経営 ・ サステナビリティ ・ 資本政策（キャピタル・アロケーション）

売上高 営業利益（率） 当期純利益率 海外売上高 ROE PBR

600～630億円 30億円（5.0％） 3％台 ５億円 3.0％ 1.0倍以上

　2025年４月からスタートした中期経営計画期間を『フジッコ2030』ビジョンの実現に向けた持続可能な成長基
盤を形成する重要な期間と位置付け、基本戦略の実行に邁進しております。

●中期経営計画の概要

従業者の力を結集させ、お客様と共に昆布と豆の未来を創造する

お客様の『価値ある時間』に貢献
～ 私たちの事業は、地球環境保護にも貢献できる事業です ～

…お客様の期待を超える創造

ビジョン

基本方針

おいしさ 手間・簡便 憩い 元気 健康・栄養

基本戦略

●定量目標

10
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取締役選任の件

議　案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名選任の件

候補者
番　号 氏　名 属　性 地　位 取締役会出席状況

1 ふく

福
 

　
い

井
 

　
まさ

正
 

　
かず

一 (満62歳) 再 任
 

代表取締役社長執行役員 100％（13回／13回）

2 いし

石
 

　
だ

田
 

　
よし

吉
 

　
たか

隆 (満64歳) 再 任
 

取締役専務執行役員 100％（13回／13回）

3 あら

荒
 

　
た

田
 

　
かず

和
 

　
ゆき

幸 (満61歳) 再 任
 

取締役常務執行役員 100％（13回／13回）

4 てら

寺
 

　
じま

嶋
 

　
ひろ

浩
 

　
み

美 (満60歳) 再 任
 

取締役常務執行役員 100％（13回／13回）

５ お

小
 

　
ぜ

瀬
 

　
 

　
 

　
あきら

昉 (満78歳) 再 任 社 外 独 立
 

社外取締役 100％（13回／13回）

６ いけ

池
 

　
だ

田
 

　
じゅん

純
 

　
こ

子 (満74歳) 再 任 社 外 独 立
　

社外取締役 100％（13回／13回）

再 任 再任取締役候補者 社 外 社外取締役候補者 独 立 独立役員

独立社外取締役
4名

社内取締役
5名

4名／9名中
44.4％

■独立社外取締役の比率
女性取締役
2名

男性取締役
7名

2名／9名中
22.2％

■女性取締役の比率

株主総会参考書類
議案及び参考事項

　本総会の終結の時をもって取締役（監査等委員である取締役を除く。）全員（６名）が任期満了となります。つき
ましては、取締役（監査等委員である取締役を除く。）６名の選任をお願いいたしたいと存じます。
　取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者は、次のとおりであります。

（ご参考）取締役会の構成
　議案が原案どおり承認可決された場合、取締役会の構成は以下のとおりとなります。

11
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取締役選任の件

再 任

所有する当社の普通株式数
7,216,036株
取締役会出席状況
100％（13回／13回）
取締役在任期間
29年　

候補者
番　号 1 ふ く

福
 

 
い

井
 

　
ま さ

正
 

 
か ず

一　1962年９月11日生（満62歳）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1995年    4月 当社入社
    1996年    6月 当社取締役
    2000年    6月 当社常務取締役
    2002年    6月 当社専務取締役

    2004年    6月 当社代表取締役社長
    2021年    6月 当社代表取締役社長執行役員

現在に至る
    2025年    4月 当社経営全般・経営企画担当

現在に至る

取締役候補者の選任理由
　福井正一氏は、2004年６月に当社代表取締役社長に就任以来、企業価値向上を目指し
て強いリーダーシップを発揮しており、当グループがグローバルな事業経営を推進し持
続的な企業価値を高めるために適切な人材であると判断したため、引き続き取締役とし
て同氏の選任をお願いするものであります。
　

再 任

所有する当社の普通株式数
7,100株
取締役会出席状況
100％（13回／13回）
取締役在任期間
18年　

候補者
番　号 2 い し

石
 

 
だ

田
 

　
よ し

吉
 

 
た か

隆　1960年12月４日生（満64歳）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1983年    4月 当社入社
    2007年    6月 当社取締役
    2017年    6月 当社常務取締役

    2021年    4月 当社取締役専務執行役員
現在に至る

    2025年    4月 当社コア事業・営業・海外担当
現在に至る

取締役候補者の選任理由
　石田吉隆氏は、営業部門をはじめ開発部門や経営企画部門の要職を歴任しており、豊
富な会社経営の経験と能力を当グループの経営に十分に発揮できると判断したため、引
き続き取締役として同氏の選任をお願いするものであります。
　

12
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取締役選任の件

再 任

所有する当社の普通株式数
7,500株
取締役会出席状況
100％（13回／13回）
取締役在任期間
7年　

候補者
番　号 3 あ ら

荒
 

 
た

田
 

　
か ず

和
 

 
ゆ き

幸　1964年３月２日生（満61歳）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1986年    4月 当社入社
    2015年    4月 当社執行役員
    2017年    4月 当社上席執行役員
    2018年    6月 当社取締役

    2021年    4月 当社取締役上席執行役員
    2025年    4月 当社取締役常務執行役員

現在に至る
当社生産・国内グループ企業担当
現在に至る

取締役候補者の選任理由
　荒田和幸氏は、営業部門やマーケティング部門、生産部門の要職を歴任しており、食
品業界における豊富な経験と高い見識を当グループの経営に発揮できると判断したた
め、引き続き取締役として同氏の選任をお願いするものであります。
　

再 任

所有する当社の普通株式数
3,500株
取締役会出席状況
100％（13回／13回）
取締役在任期間
4年　

候補者
番　号 4 て ら

寺
 

 
じ ま

嶋
 

　
ひ ろ

浩
 

 
み

美　1964年11月24日生（満60歳）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    1987年    4月 当社入社
    2016年    4月 当社執行役員
    2021年    4月 当社上席執行役員

    2021年    6月 当社取締役上席執行役員
    2025年    4月 当社取締役常務執行役員

現在に至る
当社人財・広報・品質保証担当
現在に至る

取締役候補者の選任理由
　寺嶋浩美氏は、通信販売事業部門やマーケティング部門、人事総務部門の要職を歴任
しており、豊富な実務経験と卓越したリーダーシップを当グループの経営に発揮できる
と判断したため、引き続き取締役として同氏の選任をお願いするものであります。
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取締役選任の件

再 任 社 外 独 立

所有する当社の普通株式数
2,000株
取締役会出席状況
100％（13回／13回）
取締役在任期間
5年　

候補者
番　号 ５ お

小
 

 
ぜ

瀬
 

　
あきら

昉　1947年３月17日生（満78歳）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    2002年    4月 ハウス食品株式会社

(現ハウス食品グループ本社株式会社)
代表取締役社長

    2009年    4月 同社代表取締役会長
    2014年    6月 同社取締役相談役
    2015年    6月 同社会長

    2016年    6月 一般財団法人食品産業センター会長
    2020年    6月 当社社外取締役

現在に至る
    2023年    4月 ハウス食品グループ本社株式会社

相談役
    2025年    5月 同社特別顧問

現在に至る

社外取締役候補者の選任理由及び期待される役割の概要
　小瀬昉氏は、経営者として、また食品業界での豊富な経験と高い見識を有しており、事業部の運
営等について大所高所からの助言をいただいております。引き続き当グループの企業価値向上に繋
がる有意義な助言をいただくことを期待したため、社外取締役として同氏の選任をお願いするもの
であります。

再 任 社 外 独 立

所有する当社の普通株式数
０株
取締役会出席状況
100％（13回／13回）
取締役在任期間
4年　

候補者
番　号 ６ い け

池
 

 
だ

田
 

　
じゅん

純
 

 
こ

子　1951年４月９日生（満74歳）

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
    2002年    11月 株式会社プラップジャパン常務取締役
    2008年    9月 株式会社ブレインズ・カンパニー

代表取締役社長
    2015年    11月 株式会社プラップジャパン顧問

2021年    6月 当社社外取締役
現在に至る

社外取締役候補者の選任理由及び期待される役割の概要
　池田純子氏は、経営者として、またPR（パブリックリレーションズ）・広報業界での豊富な経験
と幅広い見識を有しており、引き続き当グループの広報戦略やマーケティング戦略等について専門
性と生活者視点を兼ね備えた客観的な助言をいただくことを期待したため、社外取締役として同氏
の選任をお願いするものであります。　

(注) １. 各取締役候補者と当社との間には、いずれも特別の利害関係はありません。
２. 取締役候補者のうち小瀬昉氏及び池田純子氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定める社外取締役候補者であり、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員の候補者

であります。
３. 当社は、小瀬昉氏及び池田純子氏との間で、それぞれ会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の賠償責任を同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度

とする旨の契約を締結しております。なお、両氏の再任が承認された場合、当社は両氏との間の当該契約をそれぞれ継続する予定であります。
４. 当社は、取締役全員を被保険者とする役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約では、被保険者が会社の役員等の地位に基づき行った行為（不

作為を含みます。）に起因して損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用が塡補されることとなり、保険料は全額当社の負担としております。各
候補者の選任が承認された場合、選任された各氏は当該保険契約の被保険者に含められることになります。なお、当社は、当該保険契約を任期途中に同様の内容で更新することを
予定しております。

５. 福井正一氏の所有株式数は、同氏の資産管理会社である有限会社ミニマル興産及び株式会社エフ・エス・ケーが所有する株式数を含めた実質所有株式数を記載しております。
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第１号議案が承認されたのちの経営体制（予定）

(ご参考)
1. 社外役員の独立性
　当社は、職務執行の監督機能を強化する観点、あるいは取締役の職務執行を適切に監査する観点から、一般株主と利益相
反が生じるおそれのない人材を社外取締役とする方針としております。さらに、株式会社東京証券取引所の定める独立性基
準に加え、以下の要件を満たす社外取締役を独立役員に指定しております。
(独立性判断基準）
　当社の社外取締役が独立性を有するという場合には、当該社外取締役が以下のいずれにも該当してはならないこととして
おります。
(１) 当社を主要な取引先とする者又はその業務執行者
(２) 当社の主要な取引先又はその業務執行者
(３) 当社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家又は法律専門家

（当該財産を得ている者が法人、組合等の団体である場合は、当該団体に所属する者をいう。）
(４) 最近１年間において、（１）から（３）までのいずれかに該当していた者
(５) 次の１から３までのいずれかに掲げる者（重要でない者を除く。）の二親等内の親族

１. （１）から（４）までに掲げる者
２. 当社又は当社の子会社の業務執行者
３. 最近１年間において、２に該当していた者

(注) １. 「当社を主要な取引先とする者」とは、直近事業年度においてその者の年間連結総売上高の２％又は１億円のいずれか高い方の額以上の支払いを、当社から受けた者
をいうこととしております。

２. 「当社の主要な取引先」とは、直近事業年度において当社の年間連結総売上高の２％以上の支払いを、当社に行った者をいうこととしております。
３. 「当社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ている」とは、直近事業年度において役員報酬以外にその者の売上高又は総収入金額の２％又は1,000万円の

いずれか高い方の額以上の金銭又は財産を当社から得ていることをいうこととしております。

2. 取締役候補者の指名並びに取締役の報酬に関する方針と手続
　当グループは、これまで取締役が担う経営と執行の実態を踏まえ、取締役が経営に従事し、執行部分を執行役員に委譲す
るうえで取締役の減員を段階的に進め、取締役会において取締役候補者の指名並びに取締役の報酬等について少数で透明・
公正かつ十分な議論・意見交換ができる環境整備に取り組んでまいりました。さらに、取締役の指名と報酬の透明性及び公
平性を高めるため、人事報酬委員会を設置しております。
(取締役候補者の指名の方針)
　以下の「フジッコ流サクセッションプラン」４つの考え方に基づき、取締役会全体のバランスを配慮しつつ、専門知識、
経験等が異なる多様な取締役候補者を指名する。取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者の員数は、定款で定め
る９名以内の適切な人数とする。
４つの考え方
（１）トップの意思決定、指示の集中力を高める（方針の一本化）
（２）経営陣を多様な価値観を持つ層で形成する（ダイバーシティの進化）
（３）小さくとも、質の高いガバナンス体制をつくる（ガバナンスも生産性を重視）
（４）取締役及び執行役員の就任期間で「停滞感」を生まないような人事を行う

(取締役候補者の指名の手続)
　独立社外取締役、監査等委員である独立社外取締役、代表取締役で構成する人事報酬委員会において指名の方針に基づい
て選定された取締役候補者案を取締役会において承認し、取締役候補者については株主総会に議案として上程され、採決を
受けるものとする。
　また、会社法第344条の２第１項に基づき、監査等委員である取締役の選任議案を株主総会に提出する場合には、監査等
委員会の同意を得なければならない。
(監査等委員会の意見)
　監査等委員会は、取締役（監査等委員である取締役を除く。）候補者の選任及び報酬について、上記に記載の方針及び手
続が適切になされていることを確認しております。
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第１号議案が承認されたのちの経営体制（予定）

議案が承認されたのちの経営体制

氏　名 属　性 在任
期間

企業経営
・経営全般 業界の知見

リスクマネジメント
・法務 財務・会計・税務 販売・

マーケティング
生産・調達
・品質保証

研究・開発・
イノベーション

IT・
デジタル

福井　正一
代表取締役
社長執行役員

29年 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

石田　吉隆
取締役
専務執行役員

18年 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

荒田　和幸
取締役
常務執行役員

7年 ◎ ◎ ○

寺嶋　浩美
取締役
常務執行役員

4年 ◎ ○ ◎ ○ ○

小瀬　昉
社外取締役

社 外 独 立　 5年 ◎ ◎ ◎ ◎

池田　純子
社外取締役

社 外 独 立　 4年 ◎ ◎

倉谷　光彦
取締役
(常勤監査等委員)

1年 ◎ ○

上谷　佳宏
社外取締役
(監査等委員)

社 外 独 立　
3年
3か月

◎

中山　聡
社外取締役
(監査等委員)

社 外 独 立　 1年 ○ ◎ ○

(ご参考)

（◎：深い経験のあるスキル・○：経験のあるスキル）

以　上
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株主メモ

配当金支払通知

株主配当金に関するご通知
　当社の第65期期末配当金につきましては定款第44条の規定により、2025年５月２日開催の取締役会におき
まして、下記のとおり決定いたしましたのでお知らせ申し上げます。

記

１．期末配当金　　１株につき普通配当　23円
　
２．支払開始日　　2025年６月２日（月曜日）

　 以　上
■配当金の受け取りについて
　本招集ご通知とあわせてお送りする「期末配当金領収証」の記載事項をご高覧のうえ、2025年６月２日
（月曜日）から2025年７月31日（木曜日）までにお近くのゆうちょ銀行又は郵便局の貯金窓口でお早めにお
受け取りください。口座振込をご指定いただきました株主様には、「配当金振込先ご確認」のご案内をお送り
いたしますので入金をご確認くださいますようお願いいたします。なお、株主の皆様に「期末配当金計算書」
をお送りいたしますので大切に保管くださいますようお願いいたします。　

●配当方針
①年間配当金46円以上の継続的な配当
　剰余金の配当は、中間配当及び期末配当の年２回を基本方針としております。当社は、収益性の向上と財務体質の
強化に努め、着実に業績を向上させ、株主の皆様への利益還元を充実させていくことを最重要課題のひとつとしてお
ります。当面の配当方針につきましては、安定配当として年間配当金46円以上の継続的な配当を目標とし、株主の
皆様のご期待に報いるよう努力してまいります。
　当期の期末配当金につきましては、2025年５月２日開催の取締役会決議により１株につき23円とすることといた
しました。すでに、2024年12月６日に実施済みの中間配当１株当たり23円と合わせまして、年間配当金は46円、
連結での配当性向は137.6％となります。
　次期の年間配当金につきましては、当面の配当方針に基づき、当期と同額の１株当たり46円（中間23円、期末23
円）とさせていただく予定であります。

②配当金の推移
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46１株当たり年間配当金（円）
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株主メモ*2*

資本政策

●資本政策の基本的な考え方
　当グループはサステナビリティ基本方針のもと、健全経営と内部留保の充実に努めるとともに、株主の皆様への利
益還元を充実させていくことを最重要課題としております。内部留保資金は、お客様への商品・サービスの品質向上
のため、持続的成長に繋がる研究開発投資及び設備投資を行い、経営基盤の拡充や経営体質の強化のため有効に活用
いたします。
　また、財務体質の強化として営業活動によるキャッシュフローの最大化に努め、新たな財務活動により調達した資
金とともに成長投資及び株主還元の最適なバランスを追求し、企業価値の向上に努めてまいります。

• 営業キャッシュフローの
  最大化
• 財務レバレッジ

• 安定配当（年間配当金46円以上）
  を目指す

• 持続的成長に繋がる研究開
  発投資及び設備投資

株主還元
充実

財務体質
強化 成長投資

最適資本配賦
バランス

• M&Aの実行

●政策保有株式の保有方針
　当社は、取引関係がなく安定株主の形成等を目的とした、いわゆる「持ち合い株式」を保有しておらず、また、今
後も保有いたしません。それゆえ、政策保有株式について、取引の関係維持・強化など保有意義が認められる場合を
除き、保有しないことを基本方針としております。
　政策保有株式の保有継続の可否については、当社の安定的な企業価値向上に資するか否かの定性的な観点のほか、
評価差益や配当収益等の定量的な観点も踏まえ、毎年取締役会で決議しております。
　また、政策保有株式の議決権行使は、その議案が発行会社の持続的成長に資するかどうか、株主利益を尊重した適
切なコーポレートガバナンス体制の構築が進んでいるかどうか、また株主利益を軽視する事態が発生した場合はコー
ポレートガバナンスの改善に資する内容であるかどうかなどを総合的に勘案して行ってまいります。
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（グラフ）事業の経過及びその成果

１ 企業集団の現況に関する事項

57,077

2025年
３月期

55,715

2024年
３月期

売上高

570億77百万円
（単位：百万円）

前期比
2.4% 増

1,131

2025年
３月期

1,530

2024年
３月期

営業利益

11億31百万円
（単位：百万円）

前期比
26.1% 減

1,554

2025年
３月期

1,881

2024年
３月期

経常利益

15億54百万円
（単位：百万円）

前期比
17.4% 減

951

2025年
３月期

1,110

2024年
３月期

親会社株主に帰属する
当期純利益

9億51百万円
（単位：百万円）

前期比
14.3% 減

事 業 報 告（自 2024年４月１日　至 2025年３月31日）

１. 事業の経過及びその成果

　当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあり、緩やかに回復す
ることが期待されたものの、通商政策など欧米の政策動向による影響や金融・資本市場の変動等により、依然として
先行き不透明な状況が続きました。
　食品業界におきましては、物価高騰による消費者の節約志向が高いままで推移しており、厳しい経営環境となりま
した。
　このような環境の中、当グループにおきましては、市場が縮小傾向にある煮豆製品の再浮上と昆布製品のさらなる
強化、ヨーグルト製品の新規顧客獲得等に取り組みました。原材料高騰への対応としては、９月に昆布製品、豆製
品、惣菜製品、デザート製品の価格改定を行い、購買を動機付けるプロモーションを強化する方針で進めました。
　販売面では、全ての製品分類が前年実績を上回りました。特に豆製品、ヨーグルト製品、昆布製品が伸長し、売上
高は570億77百万円(前期比2.4%増)となりました。
　利益面では、プロモーションの強化により売上高は増加したものの、費用対効果の点では十分な成果といえず、原
材料を始めとする各種コストの上昇を吸収しきれなかったため、営業利益は11億31百万円（前期比26.1％減）、経
常利益は、15億54百万円（前期比17.4％減）となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、投資有価証券の
売却による収入がある一方、浜坂工場の閉鎖に伴う減損損失４億95百万円の計上等により、９億51百万円（前期比
14.3％減）となりました。
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（惣菜製品）製品分類別売上高の概況、（昆布製品）製品分類別売上高の概況

惣菜製品

構成比

33.4%

2025年
３月期

19,064

2024年
３月期

19,060

売上高 （単位：百万円）

前期比
0.0% 増

主な内容 日配惣菜、おかず畑惣菜、
調味食品、中華惣菜

　惣菜製品は、前年実績を上回りました。調味食
品や百貨店販売を中心とする中華惣菜等が苦戦を
強いられましたが、新規開拓を進めた日配惣菜や
育成に注力している包装惣菜「おばんざい小鉢」
は伸長しました。

２. 製品分類別売上高の概況

昆布製品

構成比

27.9%

2025年
３月期

15,917

2024年
３月期

15,712

売上高 （単位：百万円）

前期比
1.3% 増

主な内容 ふじっ子煮、ふじっ子(塩こんぶ)、
純とろ、だし昆布

　昆布製品は、主力である「ふじっ子煮」や塩こん
ぶが好調に推移し、前年実績を上回りました。「ふ
じっ子煮」は４月から６月及び９月から10月に次世
代ユーザーの認知率向上とトライアル促進を狙った
TVCMを放映し、12月から２月にかけては「よろ
こんぶキャンペーン」を実施いたしました。また、
減塩ニーズに対応した新商品として３月より「ふじ
っ子煮MIRAI 減塩ごま生昆布」「ふじっ子煮MIRAI 
減塩しそ生昆布」を販売しております。塩こんぶ
は、大容量タイプが伸長しました。
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（豆製品）製品分類別売上高の概況、（ヨーグルト製品）製品分類別売上高の概況

豆製品

構成比

18.4%

2025年
３月期

10,483

2024年
３月期

9,949

売上高 （単位：百万円）

前期比
5.4% 増

主な内容 おまめさん、豆小鉢、
水煮・蒸し豆

　豆製品は、「おまめさん豆小鉢」が全体を牽引
し、前年実績を上回りました。「おまめさん豆小
鉢」は、食卓における登場頻度を高めるため、その
まま出せて便利な価値を訴求するTVCMを５月から
６月にかけて放映いたしました。また、豆を毎日の
食 事 に プ ラ ス す る 「 体 が よ ろ こ ぶEveryday 
Beans！」活動の一環として、１月から３月までデ
ィスプレイコンテストを実施し、豆を使ったあらゆ
る食シーンの提案を行いました。

ヨーグルト製品

構成比

11.8%

2025年
３月期

6,759

2024年
３月期

6,471

売上高 （単位：百万円）

前期比
4.5% 増

主な内容 カスピ海ヨーグルト
善玉菌のチカラ (サプリメント)

　ヨーグルト製品は、前年実績を上回りました。
「カスピ海ヨーグルト」は、新規顧客獲得を狙っ
た菌活マッチングキャンペーンと「とろぉ～もっ
ち食感」を表現したTVCMの放映を展開し、販
売を伸ばしました。「まるごとＳＯＹカスピ海ヨ
ーグルト」は、植物性ヨーグルト特集としてメデ
ィアに取り上げられ、販売を順調に伸ばしまし
た。
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（デザート製品）製品分類別売上高の概況、（その他製品）製品分類別売上高の概況

デザート製品

2025年
３月期

2,715

2024年
３月期

2,654

売上高 （単位：百万円）

構成比

4.8%
前期比

2.3% 増

主な内容 フルーツセラピー

　デザート製品は、前年実績を上回りました。
「フルーツセラピー」は、「キャンベルグレー
プ」が売上の底上げに寄与し、前年実績を上回り
ました。

その他製品

構成比

3.7%

2025年
３月期

2,138

2024年
３月期

1,867

売上高 （単位：百万円）

前期比
14.5% 増

主な内容 通販商品、機能性素材

　その他製品は、通販商品、機能性素材等の販売
を行っております。その他製品全体の売上高は、
通販商品の「デンタフローラ」が売上の底上げに
寄与し、前年実績を上回りました。
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設備投資の状況、資金調達の状況、財産及び損益の状況の推移

３. 設備投資の状況
　当連結会計年度中に実施した設備投資の総額は、28億49百万円となりました。主なものは、東京工場おばんざい
小鉢ライン増設に係る投資であります。

４. 資金調達の状況
　当連結会計年度は増資又は社債の発行等による資金の調達はありません。

期　別
区　分

第62期
2022年
３月期

第63期
2023年
３月期

第64期
2024年
３月期

第65期
2025年
３月期

売 上 高 (百万円) 55,074 53,915 55,715 57,077
経 常 利 益 (百万円) 3,506 1,558 1,881 1,554
親会社株主に帰属する当期純利益 (百万円) 2,115 1,406 1,110 951
１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 71円03銭 49円09銭 39円00銭 33円44銭
総 資 産 (百万円) 80,136 78,862 80,476 79,429
純 資 産 (百万円) 69,634 68,514 69,023 68,596
１ 株 当 た り 純 資 産 2,389円39銭 2,407円06銭 2,424円75銭 2,409円55銭

５. 財産及び損益の状況の推移

(注) １. 百万円単位の記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
２. 1株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数（自己株式を控除した株式数）、１株当たり純資産は、期末発行済株式総数（自己株式を控除した株式数）により
算出しております。

３. 1株当たり当期純利益の算定において、「株式給付信託（J-ESOP）導入において設定した株式会社日本カストディ銀行（信託E口）」が保有する当社株式を自己株式
として処理していることから、期中平均株式数から当該株式数を控除しております。

４. 1株当たり純資産の算定において、「株式給付信託（J-ESOP）導入において設定した株式会社日本カストディ銀行（信託E口）」が保有する当社株式を自己株式とし
て処理していることから、期末発行済株式数から当該株式数を控除しております。
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対処すべき課題、重要な子会社の状況、主要な事業内容

６. 対処すべき課題
　国内経済は、不安定な国際情勢のリスクを抱え、今後も先行き不透明な状況が続くものと予想されます。
　食品業界におきましては、原材料や人件費、物流コストの上昇局面は依然として続き、厳しい経営環境が続くもの
と予想されます。
　このような状況下、当グループにおきましては、“お客様の『価値ある時間』に貢献”という長期的な事業ビジョン
のもと、中期経営計画の1年目として持続可能な成長基盤の形成に取り組んでまいります。

【2025-2027中期経営計画】
2026年３月期を初年度とする中期経営計画がスタートいたしました。本中期３か年は、『フジッコ2030』ビジ

ョン実現に向けた持続可能な成長基盤を形成する重要な期間として位置付け、基本方針「従業者の力を結集させ、お
客様と共に昆布と豆の未来を創造する」を掲げ、４つの基本戦略「コアビジネスの事業強化と領域拡大」・「圧倒的
な競争優位性の確保」・「効率経営の追求」・「経営基盤の強化」を実行してまいります。

会社名 資本金 (百万円) 当社の出資比率 (％) 主要な事業内容

フジッコＮＥＷデリカ株式会社 90 100 米飯、そう菜、漬物類の製造及び
販売

株式会社フーズパレット 90 100 中華惣菜の製造及び販売

７. 重要な子会社の状況

８. 主要な事業内容（2025年３月31日現在）
　当社は惣菜製品、昆布製品、豆製品、ヨーグルト製品及びデザート製品を主体とした食品加工業を主な事業として
おります。
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主要な営業所及び工場

名　称 所在地 名　称 所在地
本 社 神 戸 市 中 央 区 北 海 道 工 場 北 海 道 千 歳 市
東 京 F F セ ン タ ー 東 京 都 文 京 区 関 東 工 場 埼 玉 県 加 須 市
札 幌 営 業 所 札 幌 市 中 央 区 東 京 工 場 千 葉 県 船 橋 市
仙 台 営 業 所 仙台市宮城野区 鳴 尾 工 場 兵 庫 県 西 宮 市
名 古 屋 営 業 所 名古屋市天白区 和 田 山 工 場 兵 庫 県 朝 来 市
広 島 営 業 所 広 島 市 西 区 浜 坂 工 場 兵 庫 県 美 方 郡
福 岡 営 業 所 福 岡 市 博 多 区 境 港 工 場 鳥 取 県 境 港 市

従業員数 前期末比増減
1,146名 19名増

従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数
929名 19名増 42.5歳 18.3年

９. 主要な営業所及び工場（2025年３月31日現在）
１. 当社の主要な営業所及び工場

２. 子会社の主要な営業所及び工場
フジッコＮＥＷデリカ株式会社　　本社　　　　　　神戸市中央区
　　　　　　　　　　　　　　　　工場　　　　　　千葉県船橋市、横浜市緑区、兵庫県西宮市
株式会社フーズパレット　　　　　本社・工場　　　神戸市中央区

10. 従業員の状況（2025年３月31日現在）
１．企業集団の従業員の状況

(注) 上記従業員の他に臨時従業員1,234名（期末在籍者）を雇用しております。

２．当社の従業員の状況

(注) 上記従業員の他に臨時従業員587名（期末在籍者）を雇用しております。

11. 主要な借入先（2025年３月31日現在）
　金融機関等からの借入金はありません。

12. その他企業集団の現況に関する重要な事項
　該当事項はありません。
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会社の株式に関する事項

２ 会社の株式に関する事項（2025年３月31日現在）

１. 発行可能株式総数 108,000,000株

２. 発行済株式の総数 30,050,759株（自己株式1,500,559株を含む。）

３. 株主数 38,295名

株主名 持株数 (千株) 持株比率 (％)

有 限 会 社 ミ ニ マ ル 興 産 6,194 21.69
日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 2,937 10.28
株 式 会 社 エ フ ・ エ ス ・ ケ ー 1,021 3.57
株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 895 3.13
住 友 生 命 保 険 相 互 会 社 854 2.99
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 550 1.92
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 494 1.73
フ ジ ッ コ 従 業 員 持 株 会 376 1.31
加 藤 産 業 株 式 会 社 322 1.12
繁 畑 友 章 305 1.06

４. 大株主

(注) １. 当社は、自己株式1,500,559株を保有しておりますが、上記には含めておりません。
２. 持株比率は、自己株式1,500,559株を控除して計算しております。

なお、当該自己株式数には、「株式給付信託（J-ESOP）導入において設定した株式会社日本カストディ銀行（信託E口）」が保有する当社株式81,500株は含まれて
おりません。

３. 有限会社ミニマル興産及び株式会社エフ・エス・ケーは、当社代表取締役社長執行役員福井正一氏の資産管理会社であります。
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会社の株式に関する事項

大量保有者 保有株式数 (千株) 発行済株式の総数に対する
保有割合 (％)

株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 895 2.98
三 菱 U F J 信 託 銀 行 株 式 会 社 450 1.50
三菱UFJアセットマネジメント株式会社 225 0.75
合 計 1,571 5.23

4. 当社は、株式会社三菱UFJ銀行並びにその共同保有者三菱UFJ信託銀行株式会社及び三菱UFJアセットマネジメント株式会社から、2024年７月29日付で関東財務局
長に提出された大量保有報告書（変更報告書）により、2024年７月22日現在でそれぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、当社として
は、各社の2025年３月31日現在の実質所有株式数の確認ができませんので、前記４．大株主の記載は株主名簿によっております。

５. 当事業年度中に取締役（取締役であった者を含む）に対して職務執行の対価として交付さ
れた株式に関する事項

　該当事項はありません。

６. その他株式に関する重要な事項
　当社は、当社の株価や業績と従業員の処遇の連動性をより高め、経済的な効果を株主の皆様と共有することによ
り、株価及び業績向上への従業員の意欲や士気を高めるため、従業員に対して自社の株式を給付するインセンティブ
プラン「株式給付信託（J-ESOP）」を導入しております。なお、当事業年度末日（2025年３月31日現在）に「株
式給付信託（J-ESOP）導入において設定した株式会社日本カストディ銀行（信託E口）」が保有する当社株式数は
81,500株であります。
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会社役員に関する事項

３ 会社役員に関する事項

地　位 氏　名 担当及び重要な兼職の状況
代 表 取 締 役 社 長 執 行 役 員 福　井　正　一
取 締 役 専 務 執 行 役 員 石　田　吉　隆
取 締 役 上 席 執 行 役 員 荒　田　和　幸 生産本部長
取 締 役 上 席 執 行 役 員 寺　嶋　浩　美 人財コーポレート本部長兼イノベーション担当
社 外 取 締 役 小　瀬　　　昉 ハウス食品グループ本社株式会社相談役
社 外 取 締 役 池　田　純　子
取締役（常勤監査等委員） 倉　谷　光　彦

社外取締役（監査等委員） 上　谷　佳　宏

弁護士法人東町法律事務所代表社員弁護士
医療法人関越中央病院理事
社会医療法人社団愛心館理事
医療法人社団心優会理事

社外取締役（監査等委員） 中　山　　　聡
中山聡公認会計士事務所所長
監査法人京立志代表社員
ダイトロン株式会社監査等委員である社外取締役

１. 取締役の状況（2025年３月31日現在）

(注) １. 取締役小瀬昉氏、池田純子氏、上谷佳宏氏及び中山聡氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。なお、４氏は、株式会社東京証券取引所が定める
一般株主と利益相反が生じるおそれのない独立役員であります。

２. 取締役小瀬昉氏、上谷佳宏氏及び中山聡氏の3氏が兼職している他の法人等と当社の間には、特別の利害関係はありません。なお、小瀬昉氏は、2025年4月30日を
もってハウス食品グループ本社株式会社相談役を退任され、2025年5月1日に同社特別顧問に就任されております。

３. 監査等委員上谷佳宏氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務及び法律に関する相当程度の知見を有するものであります。
４. 監査等委員中山聡氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するものであります。
５. 当社の監査等委員会は、取締役（監査等委員を除く。）からの情報収集及び重要な社内会議における情報共有及び内部監査部門と監査等委員会との十分な連携を可能

にすることで、監査等委員会の監査・監督機能を強化するため、倉谷光彦氏を常勤の監査等委員として選定しております。

２. 当事業年度中の取締役の異動
１. 就任
　2024年6月26日開催の第64回定時株主総会において、倉谷光彦氏及び中山聡氏が新たに取締役(監査等委員)に選任さ
れ、それぞれ就任いたしました。

２. 退任
　2024年6月26日開催の第64回定時株主総会終結の時をもって、取締役(常勤監査等委員)藤澤明氏及び社外取締役(監査
等委員)石田昭氏は退任いたしました。
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氏　名 新 旧 異動年月日

福 井 正 一 代表取締役社長執行役員
経営全般・経営企画担当 代表取締役社長執行役員 2025年４月１日

石 田 吉 隆 取締役専務執行役員
コア事業・営業・海外担当 取締役専務執行役員 2025年４月１日

荒 田 和 幸 取締役常務執行役員
生産・国内グループ企業担当

取締役上席執行役員
生産本部長 2025年４月１日

寺 嶋 浩 美 取締役常務執行役員
人財・広報・品質保証担当

取締役上席執行役員
人財コーポレート本部長
兼イノベーション担当

2025年４月１日

３. 当事業年度中の取締役の地位・担当等の異動
　該当事項はありません。

４. 当事業年度末日後の取締役の地位・担当等の異動

３. 責任限定契約の内容の概要
　当社は、各取締役（業務執行取締役等であるものを除く。）との間で、それぞれ会社法第427条第１項の規定に基
づき、同法第423条第１項の賠償責任を同法第425条第１項に定める最低責任限度額を限度とする旨の契約を締結し
ております。

４. 補償契約に関する事項
　該当事項はありません。

５. 役員等賠償責任保険契約に関する事項
　当社は当社の取締役及び執行役員並びに当社子会社であるフジッコＮＥＷデリカ株式会社及び株式会社フーズパレ
ットの取締役を被保険者とする会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締
結しております。当該保険契約では、被保険者が会社の役員等の地位に基づき行った行為（不作為を含みます。）に
起因して損害賠償請求がなされたことにより、被保険者が被る損害賠償金や訴訟費用が塡補されることとなります。
ただし、贈収賄などの犯罪行為や意図的に違法行為を行った役員自身の損害等は対象外とすることにより、役員等の
職務の執行の適正性が損なわれないように措置を講じております。なお、保険料は全額当社の負担としております。
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区　分 支給人数
（名）

報酬等の種類別の額
計

（百万円）基本報酬
（百万円）

業績連動報酬等
（百万円）

非金銭報酬等
（百万円）

取締役(監査等委員を除く。)
( う ち 社 外 取 締 役 )

6
（2）

124
（20）

－
（－）

－
（－）

124
（20）

監査等委員である取締役
( う ち 社 外 取 締 役 )

5
（3）

39
（21）

－
（－）

－
（－）

39
（21）

合 計 11 163 － － 163

６. 取締役の報酬等の総額等
１. 当事業年度に係る取締役の報酬等の総額

(注) １. 上記には、2024年6月26日開催の第64回定時株主総会終結の時をもって退任した取締役(常勤監査等委員)1名及び社外取締役(監査等委員)1名を含んでおります。
２. 取締役の報酬等の総額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含んでおりません。
３. 当事業年度末現在の取締役（監査等委員を除く。）の人数は６名、監査等委員である取締役の人数は３名であります。
４. 上記のうち、社外取締役5名に対する報酬は41百万円であります。
５. 業績連動報酬等、非金銭報酬等は、取締役の報酬等として設定しておりません。

２. 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
(１) 当該株主総会の決議の日

①取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬等についての株主総会の決議の日
　2021年６月23日開催の第61回定時株主総会
②監査等委員である取締役の報酬等についての株主総会の決議の日
　2016年６月22日開催の第56回定時株主総会

(２) 当該定めの内容の概要
①取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬等の額
　　年額２億円以内（うち社外取締役分は年額５千万円以内）
②監査等委員である取締役の報酬等の額
　　年額４千万円以内

(３) 当該定めに係る会社役員の員数
①監査等委員である取締役以外の取締役　７名（うち社外取締役は３名）
②監査等委員である取締役　　　　　　　３名

（ご参考）
上記の取締役の報酬等の額とは別枠として、2016年６月22日開催の第56回定時株主総会決議により、取
締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。）に対する株式報酬型ストックオプションとして
の新株予約権に関する報酬等の額を年額１億円と定めております。この定めに係る会社役員の員数は９名
であります。
なお、現在、株式報酬型ストックオプションとしての新株予約権に関する報酬等は、支給しない方針とし
ております。
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３. 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
　当社は、取締役会において取締役の個人別の報酬の内容の決定に関する方針（以下「報酬決定方針」といいま
す。）を決議しております。
① 基本方針

当社では、取締役の指名と報酬の透明性及び公平性を高めるため、人事報酬委員会を設置しておりま
す。取締役会が取締役の報酬を決定するに当たっての方針は以下のとおりであります。

（報酬の方針）
　取締役の報酬決定方針は、業務執行、非業務執行及び社内、社外を問わず、全て「基本給」をベースと
して金銭にて支払うこととする。
　今後の業績連動報酬の導入等の改定を含む取締役の報酬の制度設計は、人事報酬委員会で検討のうえ、
株主総会で決議された総額の範囲で、取締役会の決議により決定するものとする。

② 個人別の基本報酬（金銭報酬）の額の決定に関する方針（基本報酬を与える時期又は条件の決定に関する
方針とその決定方法を含む。）
取締役会が取締役の報酬を決定するに当たっての手続は以下のとおりであります。

（報酬決定の手続）
　個々の取締役の月例の報酬に関しては、前段で記した報酬決定方針に基づき、人事報酬委員会において
職位等を鑑みながら検討のうえ、株主総会で決議された総額の範囲内で、取締役会の決議により決定する
ものとする。

４. 当事業年度に係る取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別の報酬等の内容が報酬決定方針に沿うも
のであると取締役会が判断した理由

　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の個人別の報酬は、人事報酬委員会が、株主総会で決議された総額
の範囲内において報酬決定方針も勘案し検討のうえまとめた意見に基づいていることから、取締役会もその内容が
報酬決定方針に沿うものであると判断しております。

５. 取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
　該当事項はありません。
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会社役員に関する事項

区　分 氏　名 出席状況、発言状況及び
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役 小　瀬　　　昉

当事業年度開催の取締役会13回全てに出席し、独立社外取締役と
して、食品業界での豊富な経験と幅広い見識、客観的な視点から
の発言を行っております。PDCAサイクルによるスピード感を持
った経営管理等について貴重なご意見をいただきました。上記の
ほか、当社の経営陣幹部の人事などを審議する人事報酬委員会委
員として、当事業年度開催の委員会の全て（11回）に出席し、独
立した客観的立場から会社の業績等の評価を人事に反映させるな
ど、経営陣の監督に努めていただきました。

取 締 役 池　田　純　子

当事業年度開催の取締役会13回全てに出席し、独立社外取締役と
して、PR（パブリックリレーションズ）・広報業界での豊富な経
験と幅広い見識、客観的な視点からの発言を行っております。中
期経営計画の策定を通じて市場創造の重要性について貴重なご意
見をいただきました。

監査等委員である取締役 上　谷　佳　宏

当事業年度開催の取締役会13回全て、監査等委員会13回全てに
出席し、独立社外取締役として、長年の弁護士経験と幅広い見
識、客観的な視点からの発言を行っております。パーパス・ビジ
ョンに紐づく中期経営計画の策定や適切な情報開示について示唆
に富むご意見をいただきました。上記のほか、当社の経営陣幹部
の人事などを審議する人事報酬委員会委員として、就任後開催の
委員会の全て（９回）に出席し、独立した客観的立場から会社の
業績等の評価を人事に反映させるなど、経営陣の監督に努めてい
ただきました。

監査等委員である取締役 中　山　　　聡

就任後開催の取締役会10回全て、監査等委員会11回全てに出席
し、独立社外取締役として、長年の監査経験と幅広い見識、客観
的な視点からの発言を行っております。業績コントロールの重要
性やDX推進について示唆に富むご意見をいただきました。

７. 社外役員に関する事項
当事業年度における主な活動状況
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連結貸借対照表

科　目 金　額 科　目 金　額
資産の部
流動資産
現金及び預金
売掛金
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
その他の流動資産
貸倒引当金
固定資産
有形固定資産
建物及び構築物
機械装置及び運搬具
工具器具及び備品
土地
建設仮勘定
無形固定資産
投資その他の資産
投資有価証券
繰延税金資産
長期預金
その他の投資等
貸倒引当金　

34,542
11,692
9,598
1,552
314

11,026
359
△2

44,887
36,377
14,252
9,315
605

11,975
228
713
7,796
3,944
618
1,000
2,239
△5 　

負債の部
流動負債 8,799
買掛金 3,855
未払金 3,449
未払法人税等 294
未払消費税等 151
賞与引当金 479
預り金 77
その他の流動負債 491
固定負債 2,033
退職給付に係る負債 1,057
従業員株式給付引当金 149
その他の固定負債 826
負債合計 10,833
純資産の部
株主資本 66,909
資本金 6,566
資本剰余金 1,006
利益剰余金 62,383
自己株式 △3,046
その他の包括利益累計額 1,687
その他有価証券評価差額金 1,594
退職給付に係る調整累計額 93
純資産合計 68,596

資産合計 79,429 負債・純資産合計 79,429

連結計算書類
連結貸借対照表（2025年３月31日現在） (単位：百万円)
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連結損益計算書

科　目 金　額
売上高 57,077
売上原価 40,591
売上総利益 16,486
販売費及び一般管理費 15,355
営業利益 1,131
営業外収益
受取利息 8
受取配当金 276
受取賃貸料 61
売電収入 59
その他の営業外収益 70 476

営業外費用
支払利息 0
賃貸費用 15
売電費用 35
その他の営業外費用 2 53

経常利益 1,554
特別利益
固定資産売却益 0
投資有価証券売却益 385
国庫補助金等収入 107 492

特別損失
固定資産処分損 58
投資有価証券売却損 1
投資有価証券評価損 9
関係会社株式評価損 161
減損損失 557 788

税金等調整前当期純利益 1,258
法人税、住民税及び事業税 546
法人税等調整額 △239 307
当期純利益 951
親会社株主に帰属する当期純利益 951

連結損益計算書（自 2024年４月１日　至 2025年３月31日） (単位：百万円)
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

有限責任監査法人トーマツ
　神　戸　事　務　所
指定有限責任社員 公認会計士 髙　﨑　充　弘業 務 執 行 社 員
指定有限責任社員 公認会計士 濵　中　　　愛業 務 執 行 社 員

独立監査人の監査報告書
2025年５月14日

フ ジ ッ コ 株 式 会 社
取　締　役　会　　御　中

　
監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、フジッコ株式会社の2024年4月1日から2025年3月31日までの連結会計年度の連
結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、フジッコ株式会社及び連

結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認め
る。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法人の責任
は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社
及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分
かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。また、監査

等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対して意見

を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結計算書類又

は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内
容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが求められて

いる。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

監査報告書
連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示することにあ

る。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整
備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評価し、我が

国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する
責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかどうかにつ

いて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬
により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要
性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職

業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、実施す
る。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に際し
て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する注記事項
の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企業の前
提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重
要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連
結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、
監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ
る。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとともに、
関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示している
かどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手するために、連
結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独
で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含む監査上の

重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独立性に影響

を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減する
ためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監査等委員会の監査報告書

監　査　報　告　書
　当監査等委員会は、2024年４月１日から2025年３月31日までの第65期事業年度における取締役の職務の執行を監査いたしました。その
方法及び結果について以下のとおり報告いたします。
１．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備さ
れている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて
説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を実施いたしました。
①監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監査部門と連携の上、重要な
会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲
覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、必要に応じて子会社の取締
役へ報告及び説明を求めました。

②事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取締役会その他における審
議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行
状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するため
の体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨
の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及
び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）
について検討いたしました。

２．監査の結果
（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容
及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

④事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は相当であると認めます。事業報
告に記載されている会社法施行規則第118条第3号ロの各取組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を損な
うものではなく、かつ、当社の取締役の地位の維持を目的とするものではないと認めます。

（２）連結計算書類・計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

フジッコ株式会社　監査等委員会
常勤監査等委員倉　谷　光　彦　㊞
監査等委員上　谷　佳　宏　㊞
監査等委員中　山　　　聡　㊞

2025年５月15日

（注）監査等委員　上谷　佳宏及び中山　聡は、会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

監査等委員会の監査報告書　謄本
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メモ*交付書面用*

メ　　モ
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地図

株主総会会場
ご案内図

日時 2025年６月20日（金曜日）午前10時
（受付開始 午前９時）

会場 当社　２階FFホール
神戸市中央区港島中町６丁目13番地４　電話 078-303-5911

最寄駅のご案内

ポートライナー
「市民広場駅」
下車徒歩約３分
※ ポートライナー「三宮駅」から

お越しの際は、神戸空港行・北
埠頭行のいずれにご乗車いただ
いても結構です。

※ 専用駐車場のご用意がございま
せんので、お車でのご来場はご
遠慮願います。

ワールド
記念ホール

神戸ポートピア
ホテル

神戸商工会議所

駅
宮
三

新神戸
西明石・
姫路方面

元町
元町
花隈

梅田
大阪
梅田

貿易センター駅

ポートターミナル駅

県庁前

新大阪・
京都方面

新幹線

市営地下鉄
阪急
JR
阪神

南公園駅

みなとじま駅

中公園駅

中埠頭駅

北埠頭駅

市民広場駅

国道２号線

至神戸空港

フジッコお土産のご用意及び商品展示
会はございません。何卒、ご
理解賜りますよう、よろしく
お願い申し上げます。

議決権の行使は、インターネ
ット等又は書面による事前行
使が可能です。

https://www.fujicco.co.jp/

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。


